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特別講義

病気を診るⅠ
(A Disease and Its Diagnosis Ｉ）)

【概要】

　何らかの病気により身体の異常が生じた場合、これに早く対処することは病気を悪化させないために重

要なことです。そのためには、私達がそれらの原因や異常な症候をすこしでも理解していることが自己管

理の面から重要です。身体の異常は「自覚症状」や血液などを材料として検査をした時の「異常な臨床検

査値」として表れますが、これらの異常は病気の発症原因と深くかかわっています。私達がどのような病

気の場合にどのような自覚症状や臨床検査値の異常が表れるかを、その病気の原因とともに知っておくこ

とは、病気を早期に自覚し、治療に対処することができるようになります。

　本講義では、身近でよく知られている疾患を主に取り上げ、それらの異常な症候、および疾患の原因と

の関係を分かりやすく解説します。また関連する最近の話題も適宜紹介します。この講義を通して、体に

異常が生じた場合にその症候から病気を認識できる知識の修得を目標とします。なお本講義は「病気を診

るI」および「病気を診るII」で構成し、両者を聴講することで様々な疾患の幅広い知識を修得できます

が、両講義では各疾患を独立に解説しますので、一方の聴講のみでも知識が広がります。
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